
会慢大自

令和６年度 高知市 地域内連携協議会 全体交流会 (第９回)

のお くんら

報告書

高知市では毎年，地域活動に興味関心のある皆様や，日頃から地域活動に携わっている皆様に，より詳し
く地域活動について知ってもらうことや，お互いの連携・協力関係の構築を図っていくことを目的とした全体交流
会を開催しています。

今回の全体交流会は，昨年度も，大好評であった，各地域内連携協議会が力を入れていることや，工夫

している取組の自慢大会が，「おらんくの自慢大会 Again」として帰ってきました！

令和6年12月22日（日）午後2時～午後5時に高知市総合あんしんセンターで開催された全体交流会で
は，各地域の自慢大会のほか，講師にお招きした，IIHOE[人と組織と地域のための国際研究所]代表者 川
北秀人氏のご講演や地域の代表者を交えたパネルディスカッション，そして，参加者の皆さんがご自身の地域の
これからについて考えるグループワークを実施しました。

本報告書では，各地域内連携協議会の個性あふれる発表や，川北講師からのアドバイスなど，全体交流
会の様子について一部をご紹介します。

報告書

1



第一部

地域内連携協議会 全体交流会
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第一部
地域コミュニティ推進課から「再構築事業の概要」「アンケート結果
の解説」「地コミのおらんく自慢（地域活動応援隊）」の発表を行っ
た後，2つの地域内連携協議会の皆さんにそれぞれの地域の自慢ポ
イントを発表していただきました。

地域内連携協議会の発表では，特色のある活動の紹介があり，
参加者の皆さんからは，各発表を聞いた上での「質問」や「メッセー
ジ」がたくさん寄せられました！

おらんくの
自慢大会 Again

地域コミュニティ推進課

① 「再構築事業の概要」

全体交流会の開催に先立ち，各地域内連携協議会を対象に実施したアンケートでは，連携協議会の
枠組みを活用し，地域課題の解決に向けた取組が行われていることがわかりました。
各地域が抱える課題は一様に解決できるものではありませんが，これまでの経験や学びを「深化」させて，
これからも地域を「進化」させていくことの大切さをお伝えしました。

今年度，大幅な制度改正を行い，活動の幅を広げた地域活動応援隊の紹介を行い
ました。「地域と顔の見える関係づくり」と「地域で活躍できる人材の育成」を目的として，

現在，124人の職員が地域活動での支援・協力を行っています！

つながり，支え合い，
一緒にこれからのまちづくりを！

高知市では，様々なまちづくりについての課題認識のもと，平成22年から「地域コ
ミュニティの再構築」に関する検討を開始し，地域内連携協議会の設立・活動の推
進を通じ，各地域の個人・団体・事業者がゆるやかにつながり，課題の共有・解
決を図れる仕組みづくりを行っています。

「再構築事業」・「地域内連携協議会」の詳細は右の二次元コードからご覧ください！

② 「アンケート結果の解説」

③ 「地コミのおらんく自慢（地域活動応援隊）」

地域活動応援隊
パンフレットはこちら！
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一宮東連携協議会（愛称：一宮東をつなぐ会）

パブリックビューイング開催への挑戦

潮江東小学校区地域内連携協議会（通称：ひがし連携）

コミュニティ計画の推進

講師からのコメント

参加者からのメッセージ
一宮東連携協議会では，一宮東小学校出身でオリ
ンピックに出場が決まったレスリング日本代表の清岡幸
大郎選手を応援するパブリックビューイングを令和６年
８月に開催しました。
準備期間が短い中，地域が一丸となって協力体制

を整え，スムーズな意思決定ができたことが成功体験
となり，これからの活動の活力になっています。
この経験から，これからは既存の活動を継続しながら
も，新たな活動を生み出して
いけるよう，積極的に地域に

出て行き，地域課題の発掘，

そして課題の解決を行うことで，
より一層のつながりを作っていき
たいと思っています。

（発表者：一宮東連携協議会 竹口伸也 事務局長）

参加者からのメッセージ
ひがし連携では，コミュニティ計画（令和５年度策
定）の推進に取り組んでいます。計画の推進に当たり
「一度回り始めた歯車は止めない」を合言葉に一人に
負担をかけない体制で計画を推進しています。
計画策定をきっかけに開催した新事業では，清掃

活動に併せて水鉄砲大会を開催する（取組みを掛け
わせる）ことで参加者を増やすことができました。
計画の推進以外にも，昨年

度の全体交流会で得た学びを
活かして合同総会や区民・防災
運動会を開催するなど，既存
の 取組を重ねることで，参加
者や運営者の負担の軽減を
図っています。

そして何よりも「役員が仲良し」
「自分たちが楽しむ」ということを強みにこれからも活動
していきます。

（発表者：潮江東小学校区地域内連携協議会
中野隆史 会長，渡邊智美 副会長）

・ パブリックビューイングだけでなく，夏のスイカ
早食い大会に秋のパン食い競争と，歴史と
文化をしっかり紡いでいて素晴らしいなと感じ
ました！

・ 小さなきっかけからの実現。素敵です！

・ 楽しむこと！正に事業を成功に導ける
原動力ですね。区民運動会と防災訓
練のコラボ，参加層の違いに着目，目
のつけどころが抜群‼

・ 水鉄砲やってみたいです！

おらんくの自慢大会 Again

パブリックビューイングは活用の可能性が高い催事で
す！次に機会があれば，観ながら感想を防災LINE
（ライン）に投稿して「情報共有訓練」をしたり，そ
のまま「宿泊＆炊き出し訓練」をする等，応用して
みましょう！

行事カレンダーを作成・発行し，複数のイベントを
「重ね」， さらに役員の「仲が良い」のは素晴らしい
です！ 今後は 「22世紀も仲良し！」を目標に，
「すべては地域の人材育成のために」を念頭に，楽
しんで活動してください！

講師からのコメント
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第二部第二部

地域内連携協議会 全体交流会

講師による講話
パネルディスカッション
講師から，第一部発表団体の地域の皆さんへのコメントのほか，
数値分析や他市町村の事例も交えた講話をいただきました。

そのままの流れで，当日に参加者から第一部発表団体の皆さんへ

寄せられた質問やメッセージを紹介し，「台本の無いパネルディ
スカッション」に突入！

会場からの質問に答えつつ，パネリストの皆さんがそれぞれの立場で，

考えていることや工夫していることを発表し，濃厚な意見交換が
行われました。

もっと色々聞いてみたい！リアルタイムの一問一答
第一部の発表を聞いた参加者の皆さんから投稿された質問事項に，発表団体の皆さんがお答えしました♪

一宮東一宮東 潮江東潮江東

Q:垂れ幕の費用はどのように捻出しましたか？

A:オリンピックは利権関係もあり，企業協賛などは
取れなかったので，地域や関係者に呼びかけ，
募金を集めました！残ったお金は選手の後援会
に寄付しています！

Q:スイカの早食いはどれくらいの人数で実施？

A:1学年8人くらいを6学年で約50人。
毎年，問い合わせがたくさんあるので，今年から
は中学生以上の部を設け，大人の方にもたくさ
ん参加していただきました。

Q:行事カレンダーの情報収集方法は？

A:連携協に所属する14団体から，4か月に1回，
掲載したい行事の情報を郵送で集約しています。

Q:町内会長を巻き込む工夫について教えて！

A:コミュニティ計画策定時には，欠席している町内
会長を含め，すべての会議資料は郵送ではなく，
持参で渡しに行き，顔が見える関係になりました！

Q:水鉄砲はどうやって調達したの？

A:100均です（笑）安く，楽しく次のイベントも企
画中です。



神田はまだ連携協議会ができてない地域なので，できているところはこうやっているんだなと参考になりました。潮江東では，行事のカレンダーができて
いたり，或いはその総会を同じ日にやったりする点。神田も結構いろいろな団体があるが，そんなことできていないなぁ，というふうに思いながらお聞き
をしました。一宮東の方は，市の職員の方が入ってやっていくと，そういう新しい何か飛び込んできたときに，対応力があって，動けるっていうこともあ
るんだなと思いました。もしかしたら，その連携協議会に変わる形で地域の中で中心になるような団体さんであったり，そういう方がおられるところもある
かなというふうに思っております。スイカの早食いであったり，パン食い競争。まさに文化というか歴史も紡いでいくというところで，非常にうらやましいのと，
そういった本当に昔から歴史を詰めるっていうのは素晴らしいなと思いました。地域のことですね，現存してる高齢者の方に，地域の文化とか歴史のこ
とをお話を聞きに行く，高須地区って本当はこの地区だよみたいな，そういったことを，子供に聞かせに，総合学習の一環なんかで，子供とお年寄
りをつなげてその間に，僕たちのように元気なPTAの層であったり，大人の層がいるっていうような，それによって循環というか，すべてが繋がっていくよ
うなことを，高須の方ではではこれからやっていこうと。仕組みとして地域活動応援隊の皆さんとかが入ってくださることを，もっと地域の方にしっていただ
ければ，連携協ができないところでも，作りませんかと，お話しやすくなると思う。どこの地域も課題が同じだと思うんですけど，非常にワンマンになるこ
とが多くて，非常に厳しい立場に立たされています。地域活動応援隊を，研修として位置づけるってのはすごい効果的だなと思って，市役所の職員
たくさんおりますけど，どこの分野もやっぱり地域に入ることは多々ありますし，切り口が違うだけで，地域とともに考えるっていうのは一緒かなと思ってい
る。本当にたくさんの行事をしていただいて，参加させていただいて，全力で楽しむっていうのがいいなと思ってます。一覧表を作ることそのものは，別
に地域の人がやんなくても，多分行政職員さんがやった方が，網羅性は高い。役員の合言葉としましては，「1度回り始めた歯車は止めない」という
ことで，コミュニティ計画をするときに，みんなに確認を取りました。楽しいことだったら進みやすいなということを思いながらお聞きをしてた。青少協さんと
ＰＴＡっていうのは，ちょっとやっぱり，重心が違うというか，先ほどね，潮江東の方と言われましたけど子育てが終わってっていう方と，今まさしく子
育てしてるっていうところの世代の温度差っていうか，やっぱり忙しさなんかも違ったりするので，自分自身も，今活動するときにどっちに重心を置くべき
かっていうことは，その都度迷ったりします。学校中心でやってますんで，なかなかその独身のというような方までにはなかなかクローズアップできずに活
動してます。あとですね一応ＳＮＳでフェイスブックは立ち上げてるんですがほとんど更新ができてないので，そこをやったらもうちょっと，ＰＲできるかな
と思ってます。若手をどう引き込むかに関しては本当に全国苦労されてる所がたくさんあってですね，仮にですよ，あんまり僕もうまくいってる事例，たく
さんしてるわけじゃないすけど，とりあえず男女で言うと女子から行く。女子が埋まると結果的に男子集まるっていう確率がそこそこ高いんです。それこそ
繋がりが結構あります。同じ方が参加していたりというところがあるので，大人の対応で皆さんやってくれてます。それこそ今回パブリックビューイングをやろ
うって言ったときの反対はなく，じゃあどうやって集めるか，できるのっていうところがちょっとあったりもしましたけど，まあまあじゃやろうかっていうふうには
なってくれた。それぞれ公平といいますか，すべて情報は，この方にはあげない，この方にはあげようということはやめようと思って，さっき言いましたその
町内会に欠席しとってもすべて資料があげるとかいうそういうことはするように心がけております。第一歩，躊躇するかもしれないけど，こういう活動に
入っていただいて本当に心の底から感動したりとか，楽しんだりとかする経験があることでまた次の活動に繋がっていくなと思う。神田はまだ連携協議会
ができてない地域なので，できているところはこうやっているんだなと参考になりました。潮江東では，行事のカレンダーができていたり，或いはその総会
を同じ日にやったりする点。神田も結構いろいろな団体があるが，そんなことできていないなぁ，というふうに思いながらお聞きをしました。一宮東の方
は，市の職員の方が入ってやっていくと，そういう新しい何か飛び込んできたときに，対応力があって，動けるっていうこともあるんだなと思いました。も
しかしたら，その連携協議会に変わる形で地域の中で中心になるような団体さんであったり，そういう方がおられるところもあるかなというふうに思ってお
ります。スイカの早食いであったり，パン食い競争。まさに文化というか歴史も紡いでいくというところで，非常にうらやましいのと，そういった本当に昔か
ら歴史を詰めるっていうのは素晴らしいなと思いました。地域のことですね，現存してる高齢者の方に，地域の文化とか歴史のことをお話を聞きに行く，
高須地区って本当はこの地区だよみたいな，そういったことを，子供に聞かせに，総合学習の一環なんかで，子供とお年寄りをつなげてその間に，
僕たちのように元気なPTAの層であったり，大人の層がいるっていうような，それによって循環というか，すべてが繋がっていくようなことを，高須の方で
はではこれからやっていこうと。仕組みとして地域活動応援隊の皆さんとかが入ってくださることを，もっと地域の方にしっていただければ，連携協ができ
ないところでも，作りませんかと，お話しやすくなると思う。どこの地域も課題が同じだと思うんですけど，非常にワンマンになることが多くて，非常に厳し
い立場に立たされています。地域活動応援隊を，研修として位置づけるってのはすごい効果的だなと思って，市役所の職員たくさんおりますけど，ど
この分野もやっぱり地域に入ることは多々ありますし，切り口が違うだけで，地域とともに考えるっていうのは一緒かなと思っている。本当にたくさんの行
事をしていただいて，参加させていただいて，全力で楽しむっていうのがいいなと思ってます。一覧表を作ることそのものは，別に地域の人がやんなくて
も，多分行政職員さんがやった方が，網羅性は高い。役員の合言葉としましては，「1度回り始めた歯車は止めない」ということで，コミュニティ計画
をするときに，みんなに確認を取りました。楽しいことだったら進みやすいなということを思いながらお聞きをしてた。青少協さんとＰＴＡっていうのは，
ちょっとやっぱり，重心が違うというか，先ほどね，潮江東の方と言われましたけど子育てが終わってっていう方と，今まさしく子育てしてるっていうところ
の世代の温度差っていうか，やっぱり忙しさなんかも違ったりするので，自分自身も，今活動するときにどっちに重心を置くべきかっていうことは，その
都度迷ったりします。学校中心でやってますんで，なかなかその独身のというような方までにはなかなかクローズアップできずに活動してます。あとですね
一応ＳＮＳでフェイスブックは立ち上げてるんですがほとんど更新ができてないので，そこをやったらもうちょっと，ＰＲできるかなと思ってます。若手をど
う引き込むかに関しては本当に全国苦労されてる所がたくさんあってですね，仮にですよ，あんまり僕もうまくいってる事例，たくさんしてるわけじゃない
すけど，とりあえず男女で言うと女子から行く。女子が埋まると結果的に男子集まるっていう確率がそこそこ高いんです。それこそ繋がりが結構あります。
同じ方が参加していたりというところがあるので，大人の対応で皆さんやってくれてます。それこそ今回パブリックビューイングをやろうって言ったときの反対
はなく，じゃあどうやって集めるか，できるのっていうところがちょっとあったりもしましたけど，まあまあじゃやろうかっていうふうにはなってくれた。それぞれ公
平といいますか，すべて情報は，この方にはあげない，この方にはあげようということはやめようと思って，さっき言いましたその町内会に欠席しとっても
すべて資料があげるとかいうそういうことはするように心がけております。第一歩，躊躇するかもしれないけど，こういう活動に入っていただいて本当に心
の底から感動したりとか，楽しんだりとかする経験があることでまた次の活動に繋がっていくなと思う。のは，ちょっとやっぱり，重心が違うというか，先ほ
どね，潮江東の方と言われましたけど子育てが終わってっていう方と，今まさしく子育てしてるっていうところの世代の温度差っていうか，やっぱり忙しさ
なんかも違ったりするので，自分自身も，今活動するときにどっちに重心を置くべきかっていうことは，その都度迷ったりします。学校中心でやってますん
で，なかなかその独身のというような方までにはなかなかクローズアップできずに活動してます。あとですね一応ＳＮＳでフェイスブックは立ち上げてるん
ですがほとんど更新ができてないので，そこをやったらもうちょっと，ＰＲできるかなと思ってます。若手をどう引き込むかに関しては本当に全国苦労され
てる所がたくさんあってですね，仮にですよ，あんまり僕もうまくいってる事例，たくさんしてるわけじゃないすけど，とりあえず男女で言うと女子から行く。
女子が埋まると結果的に男子集まるっていう確率がそこそこ高いんです。それこそ繋がりが結構あります。同じ方が参加していたりというところがあるので，
大人の対応で皆さんやってくれてます。それこそ今回パブリックビューイングをやろうって言ったときの反対はなく，じゃあどうやって集めるか，できるのってい
うところがちょっとあったりもしましたけど，まあまあじゃやろうかっていうふうにはなってくれた。それぞれ公平といいますか，すべて情報は，この方にはあげ
ない，この方にはあげようということはやめようと思って，さっき言いましたその町内会に欠席しとってもすべて資料があげるとかいうそういうことはするように
心がけております。第一歩，躊躇するかもしれないけど，こういう活動に入っていただいて本当に心の底から感動したりとか，楽しんだりとかする経験が
あることでまた次の活動に繋がっていくなと思う。神田はまだ連携協議会ができてない地域なので，できているところはこうやっているんだなと参考になり
ました。潮江東では，行事のカレンダーができていたり，或いはその総会を同じ日にやったりする点。神田も結構いろいろな団体があるが，そんなこと
できていないなぁ，というふうに思いながらお聞きをしました。一宮東の方は，市の職員の方が入ってやっていくと，そういう新しい何か飛び込んできたと
きに，対応力があって，動けるっていうこともあるんだなと思いました。もしかしたら，その連携協議会に変わる形で地域の中で中心になるような団体
さんであったり，そういう方がおられるところもあるかなというふうに思っております。スイカの早食いであったり，パン食い競争。まさに文化というか歴史も
紡いでいくというところで，非常にうらやましいのと，そういった本当に昔から歴史を詰めるっていうのは素晴らしいなと思いました。地域のことですね，現

未設立地域（高須）
佐竹 礼有 様

ひがし連携（潮江東）
田邉 直揮 様

一宮東をつなぐ会（一宮東）

竹口 伸也 様 地域コミュニティ推進課

地域活動応援隊

川北 秀人 講師

台本は一切無し！？

30分ノンストップの意見交換！

未設立地域（神田）
川竹 大輔 様
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何よりもまず，「楽し
む」ということが，成功
のもとになる！
潮江東の水鉄砲大
会のように，若い力を
巻き込んだ活動が，地
域の未来の卵を育てる
ことにつながっていると感
じた。 （高須）

革命的なことは，
息切れしてしまう。
緩やかな連携，
特に，小中学校
を軸に，子どもと
お年寄りを繋げ，
それによってすべて
が循環していく仕
組みを作っていき
たい。 （高須）

連携協議会
がつなぎ役とな
り，よさこいを
切り口とした，
移住者や20
代・30代の若
い世代を巻き
込むことも，高
知の力になると
思う。（神田）

自分たちだけの活動
ではなく，次の世代のため
の活動でもあるとの観点か
ら，PTAは非常に重要。
「PTAが地域を手伝う」の
ではなく，「地域がPTAを
手伝う」ことから始めると，
若者や女性など幅広い世
代・対象への連携・活動に
つながりやすい！

（講師）

おらんくの自慢大会 Again
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第三部第三部

地域内連携協議会 全体交流会

グループワーク
参加者自身のアクションプラン検討

私（たち）の地域は…

“地域のことを「やりたい」「やっても良い」と考え
ている皆さんが，互いにやっていることを理解して，

いざというときに一緒にできるようになりたい。”

災害時の避難所運営をするときに「はじめまして」になら
ない地域にしていきたいなぁ！

第三部では，はじめに，参加者の皆さんが考える“住み
やすい理想的な「まち」「地域」“について考えていただき，
その実現に”どんなことが必要か”，そしてその実現に向け
ての“課題になること”を整理しました。

皆さんが整理した内容は，二次元コードを活用した回答
フォームでリアルタイムに集計し，第三部の終わりに，参加
者が考えた内容との比較を行うことで，これからのまちづくり
の第一歩を踏み出せる時間になりました。

川北講師からは，本市のこれまでの20年とこれからの20
年の人口動態について，具体的な数値を用いた解説があり，
地域（大街・小学校区）によって力を入れるべきことは違
うことから，自身の地域がどのような状況にあるかを考える
ことが大切になってくるとアドバイスがありました。

グループワークでは，それぞれのテーブルに分かれて，参加者自身のアクションプランを検討しました。
地域内連携協議会の皆さんには，各地域の事業計画書も参考にしつつ，具体的なアクションプランを，
「いつ」「誰が」「何を」「どのように」するのかという視点も含めて検討いただき，グループ内で宣言をしました。
検討した内容は，それぞれの地域に持ち帰り，定例会などで共有する等，これからの活動の参考にし，でき
ることから実践してみましょう！

ここからは，グループ内で共有されたアクションプランの一部を紹介します！

私（たち）の地域は…

“楽しいことをする！！”
・イベントの拡充（集客+たくさんの方と知り合いになる）

・地域の子ども・若者を巻き込んで活動

・イベントカレンダーの作成
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おらんくの自慢大会 Again

私（たち）の地域は…

“つながりがあり，イベントへの参加
に責任感の無い地域にしたい！”

連携協議会は設立されていないけれど，地域のイ
ベント・活動を知る機会を探していきたいです！

私（たち）の地域は…

“役員を中心に，主体的な
取組を計画・実施する！”

団体間の連携を強め，今は「共催」でしかできない活
動も，主体的な活動計画を立てていきたい！

私（たち）の地域は…

“連携協議会の設立！”
令和7年度中に地域内で設立に向け

地域内での理解・共有を行い，実現に

繋げていきます！

私（たち）の地域は…

“防災力を向上し，安全なま
ちを作りたい！！”
防災に関連する競技を取り入れた防災運動会を企
画し，子どもから大人まで楽しみながら学べるイベン
トをしたい！

私（たち）の地域は…

“高齢者のための対策”
連携協議会で始めた「地域カフェ」について
部会が中心となって，広報活動を中心に
地域の皆さんに知らせていきます！

をする！
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おらんくの自慢大会Again

令和６年度 高知市地域内連携協議会全体交流会「おらんくの自慢大会 Again」報告書（発行：令和７年１月）

高知市市民協働部 地域コミュニティ推進課
〒780-8571 高知市鷹匠町２丁目１-43 たかじょう庁舎２階
T E L : 088-823-9080 F A X ：088-824-9794
E-mail：kc-102000@city.kochi.lg.jp    HPアドレス：https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/

全体交流会開始前の午後１時15分から各協議会の事務局担当者を対象として補助
金事務に関する勉強会も実施しました！
勉強会では前半に，地域コミュニティ推進課から補助金事務で注意が必要なポイント
の説明を行い，後半に，参加者同士で工夫していることを共有しました。
事務処理の課題は多くの団体が抱えています。勉強会で得た学びを，是非，今後の対
応に活かしてください！

～連携協議会補助金事務勉強会～

自治会長や民生委員の主力として地域づくりを支えてくださっている「元気高齢者」，つまり要介護度の低い前期
高齢者（65～74歳）の人口は2015年をピークに減り続けています。
また，2025年から定年が70歳まで延長されることに伴い，企業と地域で人材を取り合う時代が本格化するため，

自治会長をはじめとした地域の担い手の主力層がますます減り，自治会単位での活動に限界が来ることに備え
る必要があります。
そのためには，連携協議会という組織をベースとして，地域づくりの主役の担い手となる年齢層の負担を，「重ね

る」，「間引く」ことで減らしていくことが重要になってきます。
加えて，高知市の高齢化率は，全国と比較し約10年進んでおり，2030年には33％に到達する見込みで，

問題はさらに深刻化するでしょう。
つまり，高知市では，全国よりも約10年先を見越した取組を打ち出していく必要があることから，皆さんには

以下の3つのポイントを念頭に，これからのまちづくりを進めてほしいと思います。

① 「活動のためだけで終わるのではなく，人材育成計画を含めた事業計画の作成」
地域の活動に関心を持っている人たちを巻き込み，地域の担い手になってもらうための計画づくりを！

② 「暮らしを支える事業を担い，次世代を育てる『部会』体制の整備」
会長職は地域の経営者です。組織の成熟度に合わせた体制整備を！

③ 「多世代連携で暮らしを支える地域づくり」
担い手の育成は若者が地域参加することだけがゴールではない。
地区それぞれの特性（高齢者の移動支援，子どもの安全等）を分析し，実態に即した活動を！

地域活動は，福祉・防災等，様々な分野に直結しています。第三部で皆さんがそれぞれ検討したアクションプラン
の内容も含め，限られた世代だけではなく，子育て世代や若い世代も取り込んでいく方法を考え，そして，持続
可能な地域活動の実現のために，実践してみてください。

講師から講話・全体総括
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高知に移住して5年
地域に関わって，地域を知って，

高知が

もっと好きになった

仕事は週5地域は週7

365日じゃ時間が足りない

家族がおって，

仕事があって，

大変なのはみんな一緒。
だからこそ，力を併せて

One Team

社会人一年目
コロナ禍で終わってしまった

学生時代を忘れるくらい

今は毎日が濃厚

おじぃにおばぁに

こども達，

みんなが笑顔だから

わたしも笑顔

舞台裏が

私たちの舞台
だからこそ，

やりたいことがある

だからこそ

できることがある



地域コミュニティ推進課

情報は日々更新中！

●地域の行事・イベント情報
地域内連携協議会や各連携協議会の構成団体が主
催のイベントを中心に，皆さんから提供いただいた情報を
毎月更新しています！

●地域内連携協議会
現在までに設立されている地域内連携協議会の活動内
容や，広報誌・HP・SNS情報を掲載中！

●高知市のコミュニティ計画
平成21年度までに策定された旧コミュニティ計画に加え，
平成29年度以降に策定された新コミュニティ計画を掲載
しています。各地域のこれまでの取組を見直し，これからの
「まち」・「地域」づくりにつなげていきましょう！

●地域のお困りごと
地域コミュニティ推進課では，「お困りごと」を抱える地域
と地域貢献活動を行いたい企業等とをつなぐマッチング事
業を実施しています！地域と企業がつながり，誰にとっても
住みよい高知市の実現を目指しましょう！

地域コミュニティ推進課
ホームページ

地域コミュニティ推進課
ホームページ


